
中小企業省力化
投 資 補 助 金 宿泊業の生産性向上を後押し

デ
ジ
タ
ル
化
、現
場
業
務
の
改
善
推
進

労
働
生
産
性
の
向
上
が
好
循
環
生
む

設
備
投
資
で
人
手
不
足
解
消
へ

観
光
庁

省
力
化
投
資
支
援
の
概
要

補
助
金

事
務
局

補
助
金
の
種
類
、活
用
方
法

山
水
荘
・
渡
邉
社
長
が
講
演

生
産
性
向
上
の
取
り
組
み

（１４）第３３００号 第３種郵便物認可 ２０２６年（令和８年）１月２６日（月曜日）

観
光
経
済
新
聞
社
と
宿
泊
施
設
関
連
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
は
２
０
２
５
年

月
２
日
、
「
中
小
企
業
省
力
化
補
助
金
の
宿
泊

事
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
し
た
。
冒
頭
、
観
光
庁
参
事
官
（
旅
行
振
興
）

付
課
長
補
佐
の
益
塚
真
哉
氏
が
登
壇
し
、
宿
泊
業
の
人
手
不
足
解
消
に
向
け
た
省
力
化
投
資
支
援
に
つ
い
て
説
明
。
続
い
て
、

福
島
県
土
湯
温
泉
に
あ
る
「
水
織
音
の
宿

山
水
荘
」
代
表
取
締
役
社
長
の
渡
邉
利
生
氏
が
「
老
舗
旅
館
の
生
産
性
向
上
へ
の

挑
戦
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
最
後
に
、
中
小
企
業
省
力
化
補
助
金
事
務
局
が
、
宿
泊
業
界
に
お
け
る
人
手
不
足
解
消
と

生
産
性
向
上
に
向
け
た
補
助
金
の
活
用
方
法
を
紹
介
し
た
。

一
般
型
で
採
択
さ
れ
た
宿
泊
業
の
案
件
例

水車が水織り音を奏でる（外観）

渓
流
と
２
段
の
滝
を
望
む

露
天
風
呂
「
太
子
の
湯
」

冒
頭
、
観
光
庁
参
事
官
（
旅

行
振
興
）
付
課
長
補
佐
の
益
塚

氏
が
、
宿
泊
業
の
人
手
不
足
解

消
に
向
け
た
省
力
化
投
資
支
援

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
「
宿
泊

業
は
最
近
の
訪
日
旅
行
客
数
の

増
加
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
前
の
２

０
１
９
年
と
比
較
し
て
延
べ
宿

泊
者
数
が
増
加
す
る
な
ど
需
要

が
拡
大
す
る
一
方
、
従
業
者
数

は
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
戻
っ
て

お
ら
ず
、
人
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
」
と
現
状
を
指
摘
。

政
府
は

年
６
月
、宿
泊
分

野
を
含
む
業
種
ご
と
に
省
力
化

投
資
促
進
プ
ラ
ン
を
策
定
。省

力
化
に
資
す
る
設
備
投
資
の
促

進
な
ど
に
よ
り
生
産
性
向
上
を

目
指
し
て
い
る
。具
体
的
な
支

援
策
と
し
て「
中
小
企
業
省
力

化
投
資
補
助
金
」と
観
光
庁
が

実
施
す
る「
観
光
地
・
観
光
産
業

に
お
け
る
人
材
不
足
対
策
事

業
」の
二
つ
を
紹
介
し
た
。

観
光
庁
の
補
助
金
は
、
「
人

手
を
か
け
る
べ
き
業
務
に
人
材

を
集
中
さ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
に
、
省
力
化
に

資
す
る
設
備
投
資
を
支
援
す
る

も
の
」
と
説
明
。
申
請
者
が
独

自
に
実
施
計
画
を
作
成
し
、
計

画
に
沿
っ
た
設
備
を
自
由
に
組

み
合
わ
せ
て
導
入
で
き
る
柔
軟

性
の
高
い
制
度
だ
と
し
た
。

導
入
事
例
と
し
て
、
フ
ロ
ン

ト
業
務
で
は
自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
機
や
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
、
飲
食
業
務
で
は
配
膳
ロ
ボ

ッ
ト
や
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ

ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
、
そ
の
他
Ｐ
Ｍ

Ｓ
な
ど
の
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム

や
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
を
挙
げ
た
。

益
塚
氏
は
「
こ
れ
ら
以
外
に

も
人
手
不
足
対
策
に
資
す
る
設

備
は
補
助
対
象
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
し
、
詳
細
は
補
助

金
の
特
設
サ
イ
ト
を
参
照
す
る

よ
う
促
し
た
。


年

月
末
に
令
和
７
年
度

補
正
予
算
が
閣
議
決
定
さ
れ
た

こ
と
に
触
れ
、「
省
力
化
投
資
に

向
け
た
事
業
を
計
上
し
て
い

る
。詳
細
が
決
ま
り
次
第
、特
設

サ
イ
ト
で
の
告
知
や
説
明
会
の

案
内
を
行
う
予
定
」と
語
っ
た
。

説
明
会
は
ウ
ェ
ブ
と
現
地
で
の

開
催
予
定
で
、現
地
で
は
申
請

に
関
す
る
相
談
も
可
能
だ
。

最
後
に
「
宿
泊
業
は
日
本
の

観
光
産
業
を
支
え
る
重
要
な
柱

で
、
皆
さ
ま
の
挑
戦
が
地
域
経

済
の
活
性
化
や
顧
客
満
足
度
向

上
に
つ
な
が
る
。
省
力
化
投
資

は
業
務
効
率
化
と
人
材
不
足
解

消
に
直
結
す
る
重
要
な
取
り
組

み
だ
」
と
強
調
。
「
観
光
庁
と

し
て
は
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
制
度
を
活
用
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
補
助
金
事
務
局

に
よ
る
説
明
会
や
相
談
会
を
通

じ
て
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
と
支
援

を
行
っ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助

金
事
務
局
は
、
宿
泊
業
界
に
お

け
る
人
手
不
足
解
消
と
生
産
性

向
上
に
向
け
た
補
助
金
活
用
法

を
紹
介
し
た
。

■
２
種
類
の
補
助
金

補
助
金
に
は
「
カ
タ
ロ
グ
注

文
型
」
と
「
一
般
型
」
の
２
種

類
が
あ
る
。
「
カ
タ
ロ
グ
注
文

型
」
は
、
事
前
に
登
録
さ
れ
た

省
力
化
製
品
か
ら
事
業
者
が
選

ん
で
導
入
す
る
形
式
。
「
一
般

型
」
は
企
業
が
個
別
の
事
業
計

画
に
合
わ
せ
て
、
カ
タ
ロ
グ
未

掲
載
の
製
品
や
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
性
の
あ
る
省
力
化
設
備
・
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
際
に
利
用

で
き
る
。

カ
タ
ロ
グ
注
文
型
の
特
徴
は

三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
対
象

製
品
リ
ス
ト
（
カ
タ
ロ
グ
）
に

登
録
さ
れ
た
汎
用
製
品
か
ら
事

業
課
題
に
合
わ
せ
て
省
力
化
製

品
を
選
択
で
き
る
点
。
二
つ
目

は
、
申
請
手
続
き
が
簡
易
で
、

申
請
か
ら
交
付
決
定
ま
で
最
短

１
カ
月
、
随
時
公
募
受
け
付
け

の
た
め
、
い
つ
で
も
申
請
が
可

能
な
点
。
三
つ
目
は
、
省
力
化

製
品
の
販
売
事
業
者
が
共
同
申

請
者
と
し
て
製
品
の
導
入
と
申

請
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
点

だ
。■

宿
泊
業
向
け
カ
タ
ロ
グ
製

品
宿
泊
業
向
け
の
製
品
カ
テ
ゴ

リ
に
は
、
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
、
配

膳
ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
機
、
入
出
金
機
、
ス
チ
ー

ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ

ン
、
自
動
フ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
が

登
録
さ
れ
て
い
る
。

清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
人
や
障

害
物
を
避
け
な
が
ら
、
廊
下
や

ロ
ビ
ー
な
ど
の
床
面
を
自
動
で

清
掃
す
る
こ
と
が
可
能
。
実
際

に
導
入
し
た
宿
泊
施
設
で
は
、

フ
ロ
ン
ト
・
ロ
ビ
ー
清
掃
業
務

を
導
入
前
は
２
人
で
合
計
２
時

間
か
か
っ
て
い
た
の
が
、
導
入

後
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
み
で
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
清
掃
頻
度

を
増
や
し
つ
つ
ス
タ
ッ
フ
の
負

担
も
軽
減
で
き
た
と
の
事
例
が

紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、福
島
県
の
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス「
鶴
ヶ
城
会
館
」で
は
、ス

チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
オ
ー

ブ
ン
の
導
入
に
よ
り「
わ
っ
ぱ

飯
」の
調
理
時
間
を

分
か
ら


分
に
短
縮
。修
学
旅
行
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
大
量
生
産

が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
。同

社
は「
従
来
の
ボ
イ
ラ
ー
で
は

需
要
に
対
し
て
十
分
な『
わ
っ

ぱ
飯
』の
生
産
が
で
き
な
か
っ

た
が
、オ
ー
ブ
ン
を
導
入
し
た

こ
と
で
大
量
生
産
が
可
能
と
な

っ
た
」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

■
一
般
型
に
よ
る
効
果
的
な

省
力
化

一
般
型
の
補
助
金
で
採
択
さ

れ
た
宿
泊
事
業
者
の
申
請
例
も

紹
介
さ
れ
た
。あ
る
旅
館
業
を

営
む
事
業
者
は
、宿
泊
客
の
受

け
付
け
予
約
管
理
業
務
が
手
作

業
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
へ
の
入
力

作
業
中
心
で
、フ
ロ
ン
ト
で
の

待
ち
時
間
が
多
く
業
務
の
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
と
い

う
。こ
の
事
業
者
は「
宿
泊
業
務

一
元
管
理
シ
ス
テ
ム
」を
導
入

し
、予
約
管
理
・
会
計
・
顧
客
管

理
・
Ｈ
Ｐ
運
用
の
一
元
化
に
よ

り
フ
ロ
ン
ト
業
務
を
効
率
化
・

省
力
化
。こ
れ
に
よ
り
、予
約
時

に
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
要
望
を
事

前
に
聞
き
取
っ
た
り
、宿
泊
後

の
礼
状
を
送
る
な
ど
、電
話
受

け
付
け
で
は
十
分
に
で
き
な
か

っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
に

な
る（
計
画
時
の
予
定
）。

ま
た
、別
の
宿
泊
事
業
者
は
、

自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
機
械
と
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
を

導
入
。
フ
ロ
ン
ト
業
務
を
１
日

当
た
り
６
時
間
削
減
し
、
そ
の

時
間
を
飲
食
提
供
業
務
や
管
理

業
務
、
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ

の
教
育
に
充
て
る
こ
と
で
、
客

単
価
向
上
と
年
間
売
り
上
げ
増

加
を
実
現
す
る
（
計
画
時
の
予

定
）
。

■
補
助
率
と
補
助
上
限
額

カ
タ
ロ
グ
注
文
型
の
補
助
率

は
２
分
の
１
、
補
助
上
限
額
は

従
業
員
数
に
応
じ
て
５
人
以
下

で
２
０
０
万
円
、
６
～

人
で

５
０
０
万
円
、

人
以
上
で
１

千
万
円
と
な
る
。
大
幅
な
賃
上

げ
を
行
う
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
３

０
０
万
円
、
７
５
０
万
円
、
１

５
０
０
万
円
に
増
額
さ
れ
る
。

一
般
型
の
補
助
率
は
中
小
企

業
で
２
分
の
１
（
小
規
模
・
再

生
事
業
者
は
３
分
の
２
）
、
補

助
上
限
額
は
従
業
員
数
に
応
じ

て
最
大
１
億
円
ま
で
設
定
さ
れ

て
い
る
。
「
年
平
均
成
長
率
３

％
向
上
」（
カ
タ
ロ
グ
注
文
型
）

あ
る
い
は
「
４
％
向
上
」
（
一

般
型
）
を
目
指
す
事
業
計
画
を

作
成
し
、
導
入
後
は
毎
年
の
効

果
報
告
が
必
要
と
な
る
。

山
水
荘
代
表
取
締
役
社
長
の

渡
邉
氏
は
、
「
老
舗
旅
館
の
生

産
性
向
上
へ
の
挑
戦
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。

渡
邉
氏
は
冒
頭
、
日
本
が
直

面
す
る
人
口
減
少
社
会
に
お
け

る
経
営
環
境
の
変
化
に
触
れ

た
。
「
今
後
、
日
本
人
観
光
客

の
減
少
と
労
働
力
の
減
少
は
確

実
に
わ
れ
わ
れ
の
経
営
環
境
に

必
須
な
部
分
が
あ
る
」と
指
摘
。

日
本
の
総
人
口
と
生
産
年
齢
人

口
の
推
移
を
示
し
な
が
ら
、

「
２
０
２
０
年
か
ら
は
人
口
も

労
働
力
も
減
少
す
る
フ
ェ
ー
ズ

に
わ
れ
わ
れ
の
時
代
は
突
入
し

て
い
る
」と
現
状
を
分
析
し
た
。

こ
う
し
た
環
境
下
で
山
水
荘

が

年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

生
産
性
向
上
に
つ
い
て
、
「
や

は
り
生
産
性
が
高
い
企
業
ほ
ど

給
与
水
準
が
高
い
と
い
う
の
は

こ
れ
は
間
違
い
の
な
い
事
実

だ
」
と
述
べ
た
。
労
働
生
産
性

の
向
上
が
給
与
水
準
の
向
上
、

休
日
確
保
の
し
や
す
さ
、
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に

つ
な
が
る
と
説
明
。
「
生
産
性

向
上
に
よ
っ
て
正
の
ス
パ
イ
ラ

ル
が
生
み
出
さ
れ
、
人
手
不
足

も
乗
り
越
え
て
経
営
基
盤
の
強

化
に
つ
な
が
る
」
と
の
見
解
を

示
し
た
。

山
水
荘
の
生
産
性
向
上
へ
の

取
り
組
み
は
大
き
く
三
つ
の
柱

か
ら
な
る
。
ま
ず
労
務
環
境
の

整
備
と
し
て
、
就
業
規
則
と
賃

金
規
定
の
見
直
し
を
実
施
。
年

間
休
日
を

日
か
ら
１
０
５
日

に
増
や
し
、
週
休
２
日
制
を
実

現
し
た
。
ま
た
、
平
均
８
時
間

労
働
を
目
指
し
、
「
稼
働
対
応

労
働
時
間
制
」
を
導
入
し
た
。

二
つ
目
の
柱
は
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
業
務
効
率
化
だ
。
従
来

は
手
書
き
で
管
理
し
て
い
た
シ

フ
ト
を
、
専
用
の
シ
フ
ト
編
成

ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
効
率
化
。

週
１
回
の
シ
フ
ト
会
議
で
事
前

に
モ
デ
ル
シ
フ
ト
を
作
成
し
、

労
働
時
間
を
明
確
に
管
理
す
る

仕
組
み
を
整
え
た
。
フ
ロ
ン
ト

業
務
で
は
紙
ベ
ー
ス
の
予
約
管

理
か
ら
自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
シ

ス
テ
ム
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
端
末
、自
動
釣
銭
機
を
導
入
。

「
人
で
や
ら
な
く
て
い
い
部
分

の
業
務
効
率
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
活
用
し
て
高
め
て
い
く
方
針

で
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
」
と
渡
邉
氏
は
説
明
し
た
。

厨
房
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
。
予
約
デ
ー
タ
と
連
動
し
た

料
理
情
報
表
示
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
紙
ベ
ー
ス
の
伝
達
か
ら

脱
却
し
た
。
「
予
約
か
ら
お
客

さ
ま
の
食
事
の
情
報
を
調
理
部

に
伝
達
す
る
の
も
全
部
デ
ジ
タ

ル
で
、
料
理
の
個
数
や
当
日
の

ア
レ
ル
ギ
ー
情
報
が
自
動
で
出

力
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

い
う
。

三
つ
目
の
柱
は
現
場
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
改
善
だ
。
下
膳
作

業
で
は
、
中
央
キ
ッ
チ
ン
に
集

約
し
て
洗
浄
す
る
方
式
か
ら
、

各
食
事
会
場
に
小
型
の
食
洗
機

を
設
置
す
る
方
式
へ
と
変
更
。

「
か
つ
て
は
深
夜
を
ま
た
ぐ
時

間
で
作
業
が
か
か
っ
て
い
た

が
、
現
在
は

時
か
ら

時
で

下
膳
が
終
了
す
る
」
と
効
率
化

の
成
果
を
説
明
し
た
。

料
理
提
供
に
つ
い
て
も
、
事

前
に
一
斉
に
盛
り
付
け
を
行
う

方
式
か
ら
、
お
客
さ
ま
の
目
の

前
で
最
終
工
程
を
仕
上
げ
る
方

式
へ
と
変
更
。
「
温
か
い
も
の

を
温
か
く
、
冷
た
い
も
の
を
冷

た
く
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、


年
５
月
の
大
型
改
装
時
に
オ

ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
を
導
入
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
「
料
理
の
付

加
価
値
を
上
げ
る
こ
と
と
同
時

に
、
効
率
的
な
動
線
と
生
産
性

向
上
も
両
輪
で
追
求
で
き
た
」

と
成
果
を
強
調
し
た
。

客
室
清
掃
で
は
、
重
た
い
掃

除
機
か
ら
ク
イ
ッ
ク
ル
ワ
イ
パ

ー
と
３
Ｍ
の
コ
ロ
コ
ロ
、
ハ
ン

デ
ィ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
併
用
す
る

方
式
に
変
更
し
、
作
業
の
軽
減

化
を
図
っ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
で
は
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
も

導
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
従
来
は
各
客
室
に
設

置
し
て
い
た
お
茶
菓
子
を
、
ロ

ビ
ー
で
の
フ
リ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
方

式
に
変
更
。
「
お
客
さ
ま
の
満

足
度
を
上
げ
る
と
同
時
に
、
お

部
屋
に
お
茶
菓
子
を
運
ぶ
手
間

を
削
減
で
き
た
」
と
一
石
二
鳥

の
効
果
を
挙
げ
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果

と
し
て
、
渡
邉
氏
は
具
体
的
な

数
字
を
示
し
た
。
「
労
働
生
産

性
と
い
う
指
標
を
毎
月
チ
ェ
ッ

ク
し
て
お
り
、
１
時
間
あ
た
り

５
千
円
以
上
の
生
産
性
を
目
指

し
て
い
る
」
と
説
明
。
人
時
生

産
性
の
デ
ー
タ
を
社
内
で
公
開

す
る
こ
と
で
、
「
会
社
と
社
員

が
一
体
と
な
っ
て
生
産
性
を
高

め
、給
与
水
準
を
向
上
さ
せ
る
」

と
い
う
経
営
姿
勢
を
明
確
に
し

て
い
る
。

成
果
と
し
て
は
、
「
基
本
給

ア
ッ
プ
、
年
間
１
０
５
日
休
日

の
確
保
、
閑
散
期
と
繁
忙
期
で

残
業
時
間
が
変
動
す
る
仕
組
み

の
実
現
」
を
挙
げ
た
。
特
に
残

業
時
間
に
つ
い
て
は
、
「
閑
散

期
は
１
人

時
間
以
内
」
と
具

体
的
な
数
値
目
標
も
設
定
。

「
基
本
給
ア
ッ
プ
、
残
業
時
間

減
、総
人
件
費
減
、固
定
費
減
、

収
益
力
ア
ッ
プ
と
い
う
好
循
環

が
生
ま
れ
て
い
る
」
と
手
応
え

を
語
っ
た
。

最
後
に
渡
邉
氏
は
「
観
光
立

国
と
し
て
日
本
を
元
気
に
し
て

い
く
の
が
わ
れ
わ
れ
の
役
割
。

生
産
性
の
高
い
産
業
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
日

本
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
る
」と
展
望
を
述
べ
、

講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。




